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日本経営システム学会 第 61 回全国研究発表大会のご案内 

 

会員の皆様には、時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。さて、日本経営システム学会第 61 回

全国研究発表大会が 2018 年 10 月 13 日（土）～14 日（日）に愛知産業大学（愛知県岡崎市）にて開催さ

れます。会場は、名古屋駅より名古屋鉄道名古屋本線特急電車利用で大学最寄りの藤川駅まで 45 分程で

す。多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 

  記 

 

開 催 日：2018 年 10 月 13 日（土）～14 日（日） ※12 日（金）に中部支部共催のバスツアーを予定 

開催場所：愛知産業大学 〒444-0005 愛知県岡崎市岡町原山 12-5 http://www.asu.ac.jp/ 

連 絡 先：実行委員長 丸山宏（愛知産業大学） sanshu@asu.ac.jp 

主  催：日本経営システム学会 

協賛学会：経営情報学会、研究・イノベーション学会、社会情報学会、情報システム学会、電子情報通信

学会、日本オペレーションズリサーチ学会、日本経営工学会、日本情報経営学会、日本心理学

会、日本知能情報ファジィ学会、日本人間工学会、日本品質管理学会 （50 音順） 

統一論題：「ソサエティ 5.0 と経営システム」 

基調講演：「Society5.0 の中部圏におけるケーススタディー」 

一般社団法人中部経済連合会 審議役・調査部長 川瀬康博 氏 

特別講演：「AI によるやさしさ」            愛知産業大学造形学部教授 伊藤庸一郎 氏 

チュートリアル：「ERP における自動仕訳の可視化」      愛知工業大学名誉教授 岡崎一浩 氏 

（R+ERP 経営研究部会 10 月 14 日（日）13:50～14:50 開催、事前申し込み不要) 

参 加 費：会員 5,000 円、学生会員 3,000 円、協賛学会員・同学生会員はそれぞれ会員・学生会員と同額、

非会員 6,000 円、非会員学生 4,000 円、（当日支払は各 1,000 円高） 

懇親会費：会員 5,000 円、学生会員 3,000 円、協賛学会員 5,000 円、非会員 6,000 円（当日支払各 1,000

円高） 

昼  食：大学内の食堂・コンビニは 13 日、14 日共に閉店です。藤川駅に隣接する道の駅藤川宿に軽食

コーナー(営業時間 9:00～18:00)とコンビニエンスストア(24 時間営業)があります。 

宿  泊：名古屋鉄道東岡崎駅から徒歩圏内のホテルが便利です。JR 岡崎駅周辺にもホテルはあります

が、名鉄に乗るためには愛知環状鉄道もしくはバスに乗る必要があります。各自で早めの手配

をお願いいたします。 

参加申込：本 JAMS NEWS に同封の振込用紙または HP の振込み方法を参考にして 10 月 5 日（金）まで

に上記金額をお振込み下さい。期限後に振込みされた方は、振込控えかコピーをお持ち下さい。 

バスツアー：三菱航空機 MRJ 工場と博物館明治村見学会のバスツアー(10 月 12 日、金曜日)への参加を

募集いたします。バスツアー参加費は、1000 円（MRJ 入場料+飲み物代）と明治村への入場料

のみとなります（バス料金は中部支部予算から拠出されます）。参加費 1,000 円はバス車内で

集金します。明治村の入場料は個人によって違いますので、各自で入場手続きをお願いします

（私学共済の施設利用券を使える方は 500 円、一般は 1,700 円、シニア 1,200 円）。定員は 30

名です。申込締切 9 月 21 日（金）。先着順とさせていただきます。下記のページを参照の上、

申込下さい。問い合わせ先：小田哲久（oda@aitech.ac.jp，愛知工業大学，JAMS 監事，中部

支部幹事） http://www.jams-web.jp/information/2018autumnbustour.html 
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■会場設備について 

全ての発表会場に PC(Windows, MS-Office)とプロジェクタが設置されていますので、原則として会場

の設備をご利用下さい。データは USB メモリに入れてお持ち下さい。特殊なソフトをご使用の場合は、

ノート PC をお持ち込みも可能ですが、コネクタ接続など準備に時間がかかりますので、ご注意下さい。 

 

■大会会場へのアクセス 

名鉄藤川駅からスクールバスをご利用ください。また、藤川駅には特急、急行などは停車しませんので、

乗車される時刻を確認ください。 

・名鉄名古屋本線「名鉄名古

屋」駅から「藤川駅」まで約

45 分（特急に乗車し「東岡崎」

駅で普通に乗り換え） 

・名鉄名古屋本線「豊橋」駅

から「藤川駅」まで約 30 分

（急行に乗車し「本宿」駅で

普通に乗り換え） 

・JR 東海道本線「浜松」駅

から「藤川駅」まで約 65 分

（「豊橋」駅で名鉄名古屋本

線 急行に乗り換え「本宿」

駅で普通に乗り換え） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンパスマップ 

受付    1 号館 1 階ロビー 

理事会   コミュニティーホール 3 階 

懇親会会場 コミュニティーホール 3 階 

 

 

交通アクセス及びキャンパスマップ  

http://www.asu.ac.jp/univ/access/ 
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時間 時間 時間 時間

8 37 54 8 8 26 35 52 56 8 01 17 31 47
9 05 19 33 49 9 9 22 26 51 9 01 17 31 47
10 03 33 10 10 40 10 21 51 10 01 31
11 03 33 11 10 40 11 21 51 11 01 31
12 03 33 12 10 40 12 21 51 12 01 31
13 03 33 13 10 40 13 21 51 13 01 31
14 03 14 10 40 14 21 51 14 01 31

15 15 10 40 15 22 26 52 56 15 01 17 31 47

16 16 10 40 16 22 26 52 56 16 01 17 31 47

17 17 10 40 17 22 26 52 56 17 01 17 31 47

18 18 10 40 18 22 26 52 56 18 01 17 31 47

19 19 30 19 22 26 52 56 19 01 17 31 47

愛知産業大学⇔名鉄藤川駅　スクールバス時刻表(大会期間中)
　　　　平成30年10月13日(土)

スクールバス時刻表 名鉄藤川駅時刻表

藤川発　大学行き 大学発　藤川行き 名古屋方面 豊橋方面

 

時間 時間 時間 時間

8 37 54 8 8 26 35 52 56 8 01 17 31 47
9 05 19 33 49 9 9 22 26 51 9 01 17 31 47
10 03 33 10 10 40 10 21 51 10 01 31
11 03 33 11 10 40 11 21 51 11 01 31
12 03 33 12 10 40 12 21 51 12 01 31
13 03 33 13 10 40 13 21 51 13 01 31
14 03 14 10 40 14 21 51 14 01 31
15 15 00 15 22 26 52 56 15 01 17 31 47
16 16 16 22 26 52 56 16 01 17 31 47
17 17 17 22 26 52 56 17 01 17 31 47
18 18 18 22 26 52 56 18 01 17 31 47
19 19 19 22 26 52 56 19 01 17 31 47

名古屋方面 豊橋方面

　　　　平成30年10月14日(日)
スクールバス時刻表 名鉄藤川駅時刻表

藤川発　大学行き 大学発　藤川行き

 

 

■学生研究発表優秀賞について 

 当学会では、学生セッションの研究発表を審査して優秀な発表には「学生研究発表優秀賞」を授与して

います。学生であれば、正会員・学生会員を問わず、学生セッションの研究発表は審査の対象となります。

ただし、下記の点にご留意下さい（もし、ご不明な点がありましたら、学会事務局にお問い合わせ下さい）。 

・学生セッションの発表は、正会員（一般的には指導教員）との連名とし、ファースト・オーサーは学生

とします。 

・学生セッションでの単独発表は、正会員の学生に限ります。 

・学生研究発表優秀賞の受賞対象者は、単独発表、連名発表のファースト・オーサーの学生のみとします。 

・学生セッションの発表原稿は、会員の種別を問わず 2 頁とします。 

 

■学会発表に関する原則について 

 当学会では、研究発表大会をスムーズに運営するために、口頭発表に関して「学会発表に関する原則」

（学会ホームページ http://www.jams-web.jp/information/prerule.html）に従って運営しています。口頭

発表を申し込まれる前にご確認ください。なお、この原則は、大会委員会および大会実行委員会により運

用されます。不明な点がございましたら、学会事務局へお問い合わせください。 
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e
n
c
e
(
A
I
)
 
a
n
d

R
o
b
o
t
 
P
r
o
c
e
s
s
 
A
u
t
o
m
a
t
i
o
n
(
R
P
A
)
 
i
n

A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 
a
n
d
 
A
u
d
i
t
i
n
g

資
料
標
準
偏
差
と
そ
の
代
替
指
標
A
m
b
値
と
平

均
偏
差
の
３
者
の
関
係

Ｆ
会
場

（
学
生
：

1
号
館
 
4
階
 
1
4
0
5
教
室
）

音
楽
ゲ
ー
ム
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
を
選
択
す

る
際
の
要
因
分
析

懇
　
親
　
会
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
3
F
）

経
営
品
質
科
学
研
究
部
会
：

横
浜
と
神
戸
に
お
け
る
弱
い
県
名
思
考
性
と

名
称
の
入
れ
子
構
造

I
o
T
人
材
育
成
の

た
め
の
付
加
価
値
創
造
マ

ッ

プ
の
活
用

Ｅ
会
場

（
学
生
：
1
号
館
 
4
階

 
1
4
0
4
教
室
）

ツ
ー
サ
イ
ド
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
戦
略
の
チ

キ
ン
エ
ッ
グ
問
題
の
先
行
研
究
と
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
考
察

二
項
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
回
帰
分
析
に
よ
る
科

研
費
採
択
に
関

す
る
要
因
分
析
-
日
本
大
学
の

学
内
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
題
材
に
-

休
　
　
　
　
憩

イ
ン
ス
ト
リ
ー

ム
広
告
の
広
告
効
果
モ
デ
ル

に
お
け
る
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
感
情
に
つ
い
て
の
研

究

建
設
現
場
に
お
け
る
ス
マ

ー
ト
ウ
ェ
ア
を
用

い
た
 
安
心
・
安

全
及
び
生
産
性
向
上
の
I
o
T

シ
ス
テ
ム
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時
　

　
間

時
　

　
間

9
:
3
0
～

1
0
:
0
0

9
:
3
0
～

9
:
5
0

＊
青

山
学

院
大

学
市

倉
　

信
義

＊
釧

路
公

立
大

学
曽

我
　

寛
人

＊
福

味
商

事
鈴

木
　

貴
行

＊
明

治
大

学
中

新
田

渉
里

＊
日

本
大

学
浦

井
　

康
輔

＊
立

命
館

大
学

山
田

眞
佐

美

　
青

山
学

院
大

学
熊

谷
　

敏
　

福
味

商
事

内
田

　
貴

子
　

明
治

大
学

山
下

　
洋

史
　

日
本

大
学

水
上

　
祐

治
　

立
命

館
大

学
名

取
　

隆
　

福
島

大
学

樋
口

　
良

之

9
:
5
0
～

1
0
:
1
0

＊
明

治
大

学
野

尻
　

泰
民

＊
立

命
館

大
学

大
谷

　
隆

児
＊

立
命

館
大

学
山

口
　

公
大

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

　
立

命
館

大
学

名
取

　
隆

　
立

命
館

大
学

湊
　

宣
明

1
0
:
0
0
～

1
0
:
3
0

＊
愛

知
工

業
大

学
繁

友
　

良
太

＊
釧

路
公

立
大

学
曽

我
　

寛
人

＊
東

北
大

学
尹

　
喜

子

　
愛

知
工

業
大

学
福

澤
　

和
久

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

尹
　

晶
琳

　
東

北
大

学
長

平
　

彰
夫

　
立

命
館

大
学

石
田

　
修

一

＊
明

治
大

学
張

　
礼

一
＊

愛
知

工
業

大
学

朝
格

卒
力

格
＊

愛
知

工
業

大
学

磯
村

　
昌

輝
　

明
治

大
学

権
　

善
喜

　
愛

知
工

業
大

学
石

井
　

成
美

　
愛

知
工

業
大

学
石

井
　

成
美

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

1
0
:
3
0
～

1
0
:
4
0

1
0
:
4
0
～

1
1
:
1
0

1
0
:
4
0
～

1
1
:
0
0

＊
兵

庫
県

立
大

学
長

野
　

寛
之

＊
気

象
予

報
士

栗
原

　
剛

＊
福

島
大

学
樋

口
　

良
之

＊
明

治
大

学
張

　
礼

一
＊

立
命

館
大

学
菊

地
　

啓
太

＊
日

本
大

学
林

　
直

弘

　
立

命
館

大
学

石
田

　
修

一
　

東
京

大
学

川
中

　
孝

章
　

福
島

大
学

荊
　

湛
元

　
明

治
大

学
野

尻
　

泰
民

　
立

命
館

大
学

湊
　

宣
明

　
日

本
大

学
水

上
　

祐
治

　
明

治
大

学
山

中
　

洋
史

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

1
1
:
0
0
～

1
1
:
2
0

＊
東

海
大

学
三

村
　

健
斗

＊
日

本
大

学
中

村
　

柾
紀

　
東

海
大

学
森

山
　

弘
海

　
日

本
大

学
水

上
　

祐
治

1
1
:
1
0
～

1
1
:
4
0

　
東

海
大

学
水

野
　

浩
孝

　
群

馬
大

学
永

井
　

博
昭

＊
香

川
大

学
反

田
　

和
成

＊
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

＊
山

形
大

学
國

分
　

一
典

　
明

治
大

学
権

　
善

喜

　
山

梨
学

院
大

学
金

子
　

勝
一

1
1
:
2
0
～

1
1
:
4
0

　
釧

路
公

立
大

学
曽

我
　

寛
人

　
島

根
県

立
大

学
村

山
　

誠

＊
東

海
大

学
金

高
　

健
弥

＊
日

本
大

学
中

村
　

匡
佑

　
東

海
大

学
森

山
　

弘
海

　
日

本
大

学
水

上
　

祐
治

　
東

海
大

学
水

野
　

浩
孝

大
畠

　
昭

子

1
1
:
4
0
～

1
2
:
4
0

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
ラ

ン
ク

・
ヒ

エ
ラ

ル
キ

ー
の

多
様

性
と

「
装

飾
的

ラ
ン

ク
・

ヒ
エ

ラ
ル

キ
ー

」

ク
ロ

ス
ド

ッ
ク

入
出

荷
口

割
当

問
題

に
対

す
る

メ
タ

戦
略

J
A
X
A
 
S
U
Z
A
K
U
衛

星
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
化

に
伴

う
研

究
動

向
の

変
化

 
－

テ

キ
ス

ト
マ

イ
ニ

ン
グ

分
析

に
よ

る
論

文
要

旨
分

析
－

　
宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
連

続
尺

度
法

の
回

帰
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
評

定
傾

向
の

多
様

性
分

析

Ｄ
会

場
（

学
生

：
1
号

館
 
4
階

 
1
4
0
1
教

室
）

　
ソ

ウ
ル

科
学

技
術

大
学

校

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
国

際
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

文
化

的
知

性
の

役
割

に
関

す
る

一
考

察

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
 
M
a
p
の

カ
タ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

・

モ
デ

ル

提
供

価
値

と
製

造
コ

ス
ト

を
両

立
さ

せ
る

オ

ン
ラ

イ
ン

・
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
型

商
品

の
仕

様
決

定
過

程
の

設
計

社
会

問
題

を
題

材
と

し
た

論
文

に
お

け
る

質

と
影

響
度

に
関

す
る

考
察

 
-
 
P
y
t
h
o
n
の

線
形

重
回

帰
分

析
に

よ
る

論
文

引
用

分
析

 
-

地
域

中
小

企
業

の
販

路
開

拓
に

お
け

る
付

加

価
値

要
因

の
事

例
分

析

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

虚
偽

の
可

能
性

の
あ

る
フ

ァ
ジ

ィ
・

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

定
量

的
分

析
モ

デ
ル

ブ
ラ

ン
ド

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
に

応
じ

た
店

舗
の

撤
退

基
準

勤
務

継
続

意
思

向
上

に
つ

な
が

る
看

護
師

の
作

業
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

【
1
0
月

1
4
日

（
日

）
午

前
】

　
受

付
開

始
 
9
:
0
0
～

 
 
 
（

場
所

：
1
号

館
1
F
 
ロ

ビ
ー

）

Ａ
会

場
（

一
般

：
1
号

館
 
1
階

 
1
1
0
1
教

室
）

Ｂ
会

場
（

部
会

：
1
号

館
 
2
階

 
1
2
0
1
教

室
）

Ｃ
会

場
（

一
般

：
1
号

館
 
3
階

 
1
3
0
1
教

室
）

Ｆ
会

場
（

学
生

：
1
号

館
 
4
階

 
1
4
0
5
教

室
）

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

要
因

ウ
ェ

イ
ト

・
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
を

考
慮

し
た

エ
ン

ト
ロ

ピ
ー

・
モ

デ
ル

特
定

小
電

力
無

線
を

活
用

し
た

徘
徊

探
知

シ
ス

テ
ム

の
中

継
・

基
地

局
の

配
置

経
営

戦
略

と
開

発
プ

ロ
セ

ス
を

結
ぶ

超
上

流

プ
ロ

セ
ス

有
効

化
へ

の
一

考
察

製
造

業
中

小
企

業
の

新
製

品
の

コ
ン

セ
プ

ト
創

造
に

お
け

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

情
報

発
信

の
効

果

Ｅ
会

場
（

学
生

：
1
号

館
 
4
階

 
1
4
0
4
教

室
）

1
0
:
1
0
～

1
0
:
3
0

共
著

分
析

に
よ

る
研

究
分

野
間

関
係

の
見

え
る

化
に

関
す

る
一

考
察

休
　

　
　

　
憩

工
業

先
進

地
域

の
も

の
づ

く
り

立
地

戦
略

に

関
す

る
新

た
な

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

提
案

（
第

３
報

）
―

液
晶

ガ
ラ

ス
事

業
の

分
析

―

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

比
率

配
分

型
の

並
行

発
注

に
注

目
し

た
在

庫
低

減
と

負
荷

平
準

化
の

多
段

階
多

工
程

多
品

目
調

和
モ

デ
ル

 

観
光

客
の

二
次

交
通

利
用

に
着

目
し

た
地

域
経

済
波

及
効

果
の

検
討

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

日
本

と
中

国
に

お
け

る
多

様
な

ラ
ン

ク
・

ヒ
エ

ラ
ル

キ
ー

と
「

代
理

シ
ン

ボ
ル

傾
斜

バ
イ

ア
ス

」

地
方

中
小

製
造

企
業

の
海

外
生

産
進

出
と

そ
の

後
の

進
展

韓
国

I
C
T
企

業
に

お
け

る
新

製
品

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
の

開
発

前
段

階
（

フ
ァ

ジ
ー

・
フ

ロ
ン

ト
・

エ
ン

ド
）

で
の

活
動

が
企

業
成

果
に

与
え

る
影

響

外
国

人
観

光
客

向
け

接
客

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
お

け
る

翻
訳

機
の

活
用

自
由

ヶ
丘

地
域

活
性

化
に

向
け

た
取

り
組

み

休
　

　
　

　
憩

帰
り

荷
を

考
慮

し
た

運
搬

時
間

制
約

付
き

運
搬

経
路

問
題

の
近

似
解

法

P
e
r
s
o
n
a
l
 
A
i
r
 
V
e
h
i
c
l
e
の

価
格

推
定

モ
デ

ル
の

開
発

共
分

散
構

造
解

析
を

用
い

た
製

品
開

発
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
一

考
察

 
 
-
 
プ

ロ
ダ

ク
ト

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
プ

ロ
セ

ス
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

境
界

 
-
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時
　
　
間

時
　
　
間

1
2
:
4
0
～
1
3
:
1
0

1
2
:
4
0
～
1
3
:
0
0

＊
下
関
市
立
大
学

藪
内
　
賢
之

＊
明
治
大
学

権
　
善
喜

＊
芝
浦
工
業
大
学

平
田
　
貞
代

＊
鹿
児
島
大
学

馬
場
　
武

＊
豊
橋
創
造
大
学

武
村
　

恒
汰

＊
日
本
大
学

平
野
　
未
来

　
明
治
大
学

山
下
　
洋
史

　
鹿
児
島
大
学

市
川
　
英
孝

　
豊
橋
創
造
大
学

今
井
　

正
文

　
日
本
大
学

水
上
　
祐
治

　
東
京
大
学

川
中
　
孝
章

　
群
馬
大
学

永
井
　
博
昭

1
3
:
0
0
～
1
3
:
2
0

＊
大
阪
大
学

新
井
　

卓
二

＊
明
治
大
学

鈴
木
　
貴
大

　
大
阪
大
学

上
西
　

啓
介

　
法
政
大
学

玄
場
　

公
規

1
3
:
1
0
～
1
3
:
4
0

1
3
:
2
0
～
1
3
:
4
0

＊
明
治
大
学

権
　
善
喜

＊
摂
南
大
学

久
保
　
貞
也

＊
早
稲
田
大
学

齊
藤
　
絵
理
子

＊
日
本
大
学

大
和
　

尚
弥

＊
法
政
大
学

菅
野
　
昌
克

山
岡
　
真
理

　
明
治
大
学

山
下
　
洋
史

　
日
本
大
学

家
富
　

紗
妃

　
日
本
大
学

鈴
木
　
邦
成

　
日
本
大
学

水
上
　

祐
治

坂
本
　
和
子

　
日
本
大
学

水
上
　
祐
治

　
宇
宙
科
学
研
究
所

大
畠
　

昭
子

1
3
:
4
0
～
1
3
:
5
0

時
　
　
間

時
　
　
間

1
3
:
5
0
～
1
4
:
2
0

＊
横
浜
市
立
大
学

永
松
　
陽
明

＊
愛
知
淑
徳
大
学

鄭
　
年
皓

＊
横
浜
商
科
大
学

金
森
　
孝
浩

＊
愛
知
工
業
大
学

岡
崎
　
一
浩

　
東
京
工
業
大
学

藤
　
祐
司

　
東
京
大
学

川
中
　
孝
章

　
横
浜
商
科
大
学

柳
田
　
義
継

　
明
治
大
学

山
下
　
洋
史

　
横
浜
商
科
大
学

立
川
　
丈
夫
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学会役員（会長ならびに被選出常任理事）の改選について 

 

役員選出委員会 委員長 川中 孝章 

 

日本経営システム学会では 2 年の任期を迎える常任理事の改選の時期となりました。この役員選出を実

施するために、下記の通り役員選出委員会が組織され、理事会において承認されました。今後、学会会則

ならびに役員選出規程に則り、役員選挙の告示（11 月初旬），候補者の募集，郵送による投票等を順次実

施してまいります。会員の皆様のご協力をお願い申し上げます。 

 なお、本学会では選挙によって 15 名の被選出常任理事を選び、さらにこの中から、会長を互選によっ

て選出いたします。この被選出常任理事の候補者は、正会員（正会員の推薦者１名以上を要す）のどなた

でも結構です。学会活動にご理解ある方々のご応募をお待ちしております。 

 

役員選出委員会 委員（順不同，敬称略） 

川中 孝章（委員長・東京大学）  金森 孝浩（立正大学）   権  善喜（明治大学） 

椎原 正次（大阪工業大学）    林  誠 （愛知淑徳大学） 

 

IJAMS の原稿募集のお知らせ 

 

IJAMS 編集委員会 委員長 板倉宏昭 

 

 IJAMS 編集委員会では 2019 年度に発行予定の電子ジャーナル Vol.11 の論文を募集致しますので、会

員非会員にかかわらず、どうぞ奮ってご投稿ください。 ご投稿頂いた論文は和文誌と同様に、2 名以上の

レフェリーによって査読され掲載の可否を決定致します。投稿要領やフォーマットは下記 Web ページに

リンクがありますのでご参照ください。次号に関しましては 2019 年 1 月 31 日までにご投稿頂けますよう

ご案内申し上げます。 

http://www.jams-web.jp/information/IJAMScallforpapers.htm 

 

ヒューマン・リソース研究部会のお知らせ 

 

開 催 日 時：2018 年 9 月 29 日（土） 15：00-17：00 

発表予定者：林直弘（日本大学），水上祐治（日本大学）「論文引用分析による社会学分野の研究動向とそ

の広がりに関する一考察」 

野尻泰民（明治大学），山下洋史（明治大学）：「3 次元の Innovation Map に関する研究」 

張礼一（明治大学），山下洋史（明治大学）：「間接的ランクヒエラルキーと装飾的ランクヒ

エラルキー」 

開 催 場 所：日本大学 生産工学部 30 号館 5F 水上研究室 

連絡先（幹事）：金子勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:shoichi@ygu.ac.jp 

 

経営モデル研究部会のお知らせ 

 

開 催 日 時：2018 年 11 月 24 日（土） 15：00-17：00 

発表予定者：調整中 

開 催 場 所：東海大学 高輪キャンパス 1 号館 3F 1308 教室 

連絡先（幹事）：田畑智章（東海大学）    Tel.03-3441-1171  E-Mail:tabata@tokai-u.jp 

金子勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:shoichi@ygu.ac.jp 
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入会者リスト       （2017.10.29～2018.3.16） 

 

１．正会員入会者 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

児玉 直樹 国立大学法人山形大学 島 青志 慶應義塾大学大学院 

小野 浩幸 国立大学法人山形大学大学院 青山  敦 立命館大学 

テクノロジー・マネジメント研究科 

田中 陽一郎 国立大学法人山形大学大学院 繁友 良太 愛知工業大学 

野田 博行 国立大学法人山形大学 ヒョウ イェン 横浜市立大学 

橋上 保隆 東京工業大学大学院 古田 成志 中京学院大学 

齋藤 香織 岩手県立大学 佐川 大志 東京大学 

太田 雅雄 福島大学大学院 大畠 昭子 宇宙科学研究所 

大上 麻海 福島大学 佐藤 優介 慶應義塾大学大学院 

林 正治 筑波大学 馬場 武 鹿児島大学 

大志田 憲 岩手大学 齊藤 絵理子 早稲田大学研究戦略センター 

野尻 康民 明治学院大学 加藤 拓巳 本田技研工業株式会社 

２．休会から復帰 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

中野 雅史 東京ガス株式会社   

３．学生会員から正会員へ変更 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

上野 拓海 株式会社宮崎銀行 王 雪 崇城大学 

重本 祐樹 富山国際大学  本嶋  武明 芝浦工業大学大学院 

志方 宣之 パナソニック（株） 細田 貴明 （一社）国際応用情報学研究機構 

４．学生会員入会希望者 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

平田 研二 立命館大学大学院 浦井 康輔 日本大学 

原 友美 早稲田大学大学院 中村 匡佑 日本大学 

杉浦 裕文 早稲田大学大学院 林 直弘 日本大学 

名古屋 百恵 早稲田大学大学院 青山 早苗  芝浦工業大学 

市田 和弥 早稲田大学大学院 青木 奈々美 日本大学 

張 礼一 明治大学大学院 家富 紗妃 日本大学 

鈴木 貴之 立命館大学大学院 吉本 哲也 工学院大学 

阿部 誠也 早稲田大学大学院 平野 未来 日本大学 

吉田 崇花 立命館大学大学院 小池 翼 愛知工業大学大学院 

中田 一郎太 早稲田大学大学院 磯村 昌輝 愛知工業大学大学院 

宮尾 恭矢 早稲田大学大学院 于 艶梅 愛知工業大学大学院 

林 ジエン 東海大学 其 米克 愛知工業大学大学院 

吉田 美勇士 東海大学 森  裕子 立命館大学大学院 

山田 眞佐美 （地独）大阪府立病院機構 

大阪国際がんセンター 

大谷 隆児 立命館大学大学院 

鈴木 広二 日本大学 宮部 宇矢 京都工芸繊維大学院 

新居 日南恵 慶應義塾大学大学院 小池田 直人 立命館大学大学院 

地主 真吾 名古屋商科大学大学院 山口 公大 立命館大学 

石井 亮 名古屋商科大学大学院 安田 弘一 関西大学大学院 

 

 

 

日本経営システム学会 

住所 〒169-0073 東京都新宿区百人町 1-20-3 バラードハイム 703 

TEL03-3371-5324・FAX03-3371-5185 

E-Mail: keieisys@jams-web.jp 


